
」ヒ  毎  覚  薪 粛 2007年 (平成 19年 )9月 25日 (火曜日) 1特  集 1 電

遭
医
療
対
策
協
議
会

（
医
対
協
、
会
長

と
向
橋
は
る
み
知
事
）
は

二
十

一
日
、

通
内
を
三
十
区
域
に
分
け

、
区
域

む
と
に
自
治
体
病
院
を
再
編
す
る

「
自
泊
体

病
院
等
広
域
化

・
連
携
構
想
素
案
」
を
決
定
、
道
内
の
自
治
体
病
院
再
編
に
向

け
た
議
論
が
今
後
、
本
格
化
す
る
。
財
政
薙
と
医
師
不
足
に
直
画
す
る
自
治
体

病
院
の

「
共
倒
れ
」
を
防
ぐ
の
が
狙
い
だ
が
、
多
く
の
病
院
が
規
模
縮
小
を
迫

ら
れ
か
ね
ず
、
住
民
の
反
発
も
予
想
さ
れ
る
。
素
案
の
内
容
、
狙
い
な
ど
を
ま

と
め
た
。

素
実
は
道
内
を
三
十
区
域

に
分
け

、
区
域

０
と
に

「
セ

ン
タ

上

病
院
」
を
配
置
し
、

他
の
病
院
と
の
広
域
的
な
連

携
と
役
割
分
担
を
促
す
と
の

内
容
だ
。
例
え
ば
複
数
の
自

診

療

所

な

ど

に

規

模

を

縮

小
、
セ
ン
タ
ー
病
院
を
軸
と

し
て
区
域
内
の
病
院
が
医
師

を
派
遣
し
あ
う
な
ど
し
、
相

互
の
連
携

を
図
る
。

共
倒
れ
防
ぐ

区
域
割
り
は
患
者

の
通
院

動
向
を
考

慮
。
セ
ン
タ
ー
病

院
の
規
模
は
お
お
む
ね

二
百

床
以

上
を
想
定

。
各
区
域

に

最
低

一
つ
は
含
ま
れ
る
よ

う

に
し
た
。
た
だ

、
留
萌
管
内

北
部
（
地
図
の
の
）
の
よ
う
に

最
大
て
も
百

二
十
床

の
道
立

羽
幌
病
院
し
か
な
い
区
域
も

あ
り

、
地
域
の
実
状
に
よ

っ

て
規
模
は
変
わ
り
″
」う
だ

。

構
想
の
背
景
に
は
、
自
治

体
病
院
財
政
の
急
速
な
悪
化

が
あ
る
。
自
治
体
病
院
は
も

と
も
と
人
件
費
比
率
が
高
い

う
え
、
国
は
近
年
、
診
療

報

酬
引
き
下
げ
な
ど
医
療
費
抑

制
策
を
進
め
て
い
る

。
道
内

に
は
現
在
九
十

四
の
自
治
体

病
院
が
あ
る
が
、
道
に
よ
る

と

二
〇
〇
五
年
度
は
六
十
九

病
院
が
赤
字
。
資
産
を
上

回

る
負
債

（
不
良
債
務
）
を
抱

え
た
病
院
を
運
営
す
る
自
治

体
は
〇
五
年
度
て

二
十
市

町

に
の
ぼ
る
。
自
治
体
財
政
建

全
化
法
の
成
立
て
、
国
は
〇

九
年
度
か
ら
病
院
の
赤
字
も

合
算
し
た
連
絡
決
算
を
自
治

体
の
健
全
さ
を
は
か
る
指
標

と
す
る
。
自
治
体
に
と

っ
て

病
院
の
赤
字
を
放
置
で
き
な

い
状
況
が
迫

っ
て
い
る
。

医
師
の
偏
在
も
深
刻
だ
。

札
幌
に
は
道
内
約

一
万
二
千

人
の
医
師

の
う
ち
半
数
の
約

六
千
人
が
集
中

（
〇
四
年
十

二
月
末
）
。　
一
方
、
地
方
で

は

一
人
の
医
師
に
過
剰
な
負

担
が
か
か
り
、
医
師
が
地
方

か
ら
都
市

部
に
流
出
す
る
悪

循
環
も
生
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
ま
ま
で
は
市
町
村
が
独
力

て
病
院
を
維
持
す
る
の
は
難

し
く

、
腐
暁
同
士
の

「
共
倒

れ
」
に
よ

る
地
域
医
療
の
崩

壊
も
現
実
味
を
常
び
る
。
病

院
経
営
が
重
荷
と
な
り
夕
張

市

の
よ
う
に
財
政
破
た
ん
す

る
自
治
体
も
出

か
ね
な
い
。

サ

ブ

区

域

も

セ

ン
タ
ー
病
院
ま
で
の
距

離
が
遠
い
地
域
に
は
、
よ
り

細
分
化
し
た

「
サ
ノ
区
域
」

六
カ
所
を
設
定
し
た
。
し
か

し
、
自
治
体
面
積
が
広
い
道

内
で
病
院
の
集
約
を
進
め
た

場
合
、
通
院
に
木
便
を
強

い

ら
れ
る
患
者
が
出
る
の
は
遷

け
ら
れ
な

い
。
今
後
の
論
議

で
は

「
地
域
の
医
療
水
準
が

低
下
す
る
」
と
の
住
民
不
安

も
高
ま
り
そ
う
だ
。

診
療
所
に
格
下
げ
と
な
る

可
能
性
が
高
い
病
院
が
あ
る

自
治
体
に
は
と
く
に
危
機
感

が
強
い
。
■

『
地
方
の
患
者

は
都
市
部
の
病
院
に
通
え
ば

よ
い
」
と
い
う
の
は
乱
暴
な

論
議
だ
」

（
あ
る
町
長
）
と

の
声
も
上
が

っ
て
い
る
。

ま
た
自
治
体
病
院
は
診
療

科

む
と
に
同
じ
医
大
出
身
の

医
師
て
占
め
ら
れ
て
い
る
ケ

ー
ス
が

一
般
的
。
再
編
で
医

師
の
配
置
を
見
直
し
て
も

、

違
う
医
大

の
医
師
同
士
で
は

「
簡
単
な
足
し
算
の
よ
う
に

は
い
か
な
い
」

（
関
係
者
）

と
い
う

″
医
大
の
壁
″
を
指

摘
す
る
声
も
あ
る
。

構

想

に

は

強

制

力

は

な

い
。
医
対
協
は
素
案

を

「
あ

く
ま
で
も
道
か
ら
市
町
村
、

住
民

へ
の
提
案
。
議
論
の
き

っ
か
け
づ
く
り
」
と
位
置
づ

け
て
い
る

。
医
対
協
は
年
内

に
も
構
想
を
正
式
に
ま
と
め

る
考
え
だ

が
、
十
月
か
ら
十

一
月
に
か
け
て
各
区
域
む
と

に

素

案

を

論

議

し

て

も

ら

い

、
そ
の
結
果
に
よ

っ
て
は

素
案

を
柔
軟
に
見
直
し
て
い

く

と
し
て
い
る
。
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医師不足や病院経営の
悪化など、地域医療を取
り巻く厳しい状況が続い
ています。少子高齢化が
進み、国の政策も揺れ動
く中、身近な医療をどう
確保していけはいいの
か。 「あすの医療はJと
題し、随時掲載します。

道
医
療
対
策
協
議
会

（
医

対
協
）
は
自
治
体
病
院
の
再

編
と
と
も
に
、
診
療
休
止
な

ど
が
相
次
ぐ
小
児
科
と
産

婦

人
科
に

つ
い
て

、
医
師
を
重

点
配
置
し
て
高
度
な
医
療
を

担
う
拠
点
病
院
の
整
備
を
目

指
し
て
い
る
。
た
だ
、
医
師

の

「
小
児
科

・
産
科
離
れ
」

に
歯
止
め
が
か
か
ら
ぬ
中
、

重
点
化
も
お
ぼ

つ
か
な
い
の

が
現
状
だ
。

道
内
の
医
師
数
は

二
〇
〇

四
年
ま
で
の
十
年
間
で
約

二

割
増
え
て
い
る
が
、
小
児
科

医
は

三
割
弱
も
減
少
。
し
か

も

四
割

が

札

幌

圏

に

集

中

し

、
地
方

の
医
師
不
足
は
深

刻
だ
。
診
療
報
酬
の
低
さ
や

夜
間
救
急

の
多
さ
な
ど
が
背

景
に
あ
る

。

こ
の
た
め
医
対
協
は
、
小

児
科
医
が
多
い
札
幌
圏
以
外

に
あ
る
計

二
十

一
病
院
を
、

高

度

な

小

児

医

療

を

扱

う

「
重
点
化
病
院
」
と
し
て
位

置
づ
け
た

。
重
点
化
病
院
は

①

二
人
以
上
の
小
児
科
常
動

医
が
勤
務
②
小
児
科

二
次
救

急
医
療
を
行

っ
て
い
る
③
新

生
児
集
中
泊
療
管
理
室

（
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
を
設
置
し
て
い
る

―
な
ど
が
条
件
で
、
今
後
も

各
病
院
が
機
能
を
維

持

・
強

化
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い

く
方
針
だ

。

一
方
、
不
規
則
な
勤
務
体

系
に
加
え

、
医
療
過
誤
に
よ

る
訴
訟
リ
ス
ク
が
高

い
産
婦

人
科

医
も
、
道
内
は
全
国
を

上
回
る
ペ
ー
ス
で
減
少
傾
向

が
続
く
。
こ
の
た
め

、
医
対

協
で
は
今
後
、
危
険

度
の
高

い
妊
婦
ら
を
受
け
入
れ
て
い

る
道
内
六
カ
所
の

「
総
合

周

産
期

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
」

に
、
最
優
先
で
医
師
を
配
置

し
て
い
く
方
針
。
さ
ら
に

二

十

五
カ
所
あ
る

「
地
域
周
産

期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
」
を

中
心
に
、
優
先
順
位
を
決

め

て
、
産
婦
入
科
医
を
順
次
配

置
し
て
い
く
。

た
だ
、

「
医
師
の
絶
対
数

が
少
な
い
の
に
、
重
点
化
で

き
る
の
か
」

（
道
東

の
あ
る

病
院
長
）
と
懸
念
の
声
も
。

国
は
小
児
科

ｔ
産
婦
人
科
の

診
療
報
酬
引
き
上
げ
な
ど
を

検
討
し
て
い
る
が
、
医
師

不

足
の
解
消
に
は
時
間
が
か
か

る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

X対象病院は、市朝対立、道立のほか、日本
示十字、厚生農業協同組合連合会、道社
会事業協会などび運営する公的病院を
含む。また、医大病院、精神病院などを峠〈


